




目的 

乳児 VK 欠乏性出血症は母乳栄養児に多発する。この病因として母乳中の VK 含量が少ない

点,腸内菌叢の栄養法による差異などが考えられている。腸内菌叢は内因性の VK2(メナキ

ノン)を産生する。我々はさきに 1ヵ月の母乳栄養児と人工栄養児の腸内菌叢および患児の

腸内菌叢を菌種レベルで調べ報告した。結果として母乳栄養児では Bi-fidobacterium bre

veが最優勢菌群(他菌群より100倍多くかつ100%出現しており)人工栄養児では同様にB.b

reve が最優勢菌群なのだが他に Bacteroides,Enbacteria,Peptoco-cci,Clostridium,E.co

liなどのEntero-bacteriacae,Streptococcus,なども約1/10少ないが接近していることが

判明した。(Mi-crobiol.Immuno.28:975,1984) 今回我々は乳児腸内菌叢の VK 給供を調べる

目的で乳児腸内菌叢由来の菌体内のメナキノン(VK2)を定量したので報告する。 


